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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　気象情報を管理する気象情報管理サーバから、所定地域における気温予測値と、湿度予
測値と、日射量予測値と、を含む気象情報を受信する気象情報受信手段と、
　前記気温予測値及び前記湿度予測値に対応する外気エンタルピが電力需要に与える影響
度を表す外気エンタルピ係数と、前記日射量予測値が電力需要に与える影響度を表す日射
係数と、がそれぞれ格納される記憶手段と、
　前記気象情報受信手段によって受信される前記気象情報と、前記記憶手段に格納される
前記外気エンタルピ係数及び前記日射係数と、に基づいて、前記所定地域における電力需
要の予測値である電力需要予測値を算出する電力需要予測値算出手段と、を備え、
　前記記憶手段は、さらに、建物への日射が当該建物の室内温度の上昇に反映されるまで
の遅れ時間が格納される建物情報データベースを有し、
　前記電力需要予測値算出手段は、
　前記遅れ時間の候補となる複数の遅れ時間候補ごとに、日射量の時間的変化を前記遅れ
時間候補だけ遅らせたグラフと、前記電力需要の時間的変化を示すグラフと、の相関を表
す相関係数を算出し、複数の前記遅れ時間候補のうち前記相関係数が最大となるものを前
記遅れ時間として設定し、
　将来の所定時刻について前記電力需要予測値を算出する際、前記建物情報データベース
を参照し、前記所定時刻よりも前記遅れ時間だけ遡った時刻における前記日射量予測値を
用いて、前記電力需要予測値を算出すること
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　を特徴とする電力需要予測装置。
【請求項２】
　前記電力需要予測値算出手段は、複数の前記遅れ時間候補のうち前記相関係数が最大と
なるものを、前記建物の識別情報に対応付けて、前記遅れ時間として前記建物情報データ
ベースに格納すること
　を特徴とする請求項１に記載の電力需要予測装置。
【請求項３】
　前記記憶手段は、
　前記外気エンタルピ係数が、電力需要の予測対象を特定するための時間帯を少なくとも
含むイベントに対応付けて格納されるイベント情報データベースと、
　前記日射係数が、前記所定地域に存在する建物の伝熱特性を反映させた建物区分に対応
付けて格納される日射係数データベースと、を有し、
　前記電力需要予測値算出手段は、前記イベントに対応する前記外気エンタルピ係数と、
前記建物区分に対応する前記日射係数と、を用いて前記電力需要予測値を算出すること
　を特徴とする請求項１に記載の電力需要予測装置。
【請求項４】
　前記電力需要予測値算出手段は、前記外気エンタルピ係数と前記外気エンタルピの積と
、前記日射係数と前記日射量予測値の積と、の和に基づいて、前記電力需要予測値を算出
すること
　を特徴とする請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の電力需要予測装置。
【請求項５】
　前記所定地域内の負荷装置に接続される電力計から、前記負荷装置の消費電力検出値を
含む電力情報を受信する電力情報受信手段を備え、
　前記記憶手段は、前記電力情報受信手段によって前記電力計から受信した前記電力情報
が格納される電力情報データベースを有し、
　前記気象情報受信手段は、前記所定地域における温度実測値及び湿度実測値をさらに含
む前記気象情報を前記気象情報管理サーバから受信して前記記憶手段に格納し、
　前記電力需要予測値算出手段は、前記温度実測値及び前記湿度実測値を用いて外気エン
タルピを算出し、当該外気エンタルピと、前記消費電力検出値と、に基づく相関係数分析
によって、前記イベントごとに前記外気エンタルピ係数を算出すること
　を特徴とする請求項３に記載の電力需要予測装置。
【請求項６】
　前記所定地域内の負荷装置に接続される電力計から、前記負荷装置の消費電力検出値を
含む電力情報を受信する電力情報受信手段を備え、
　前記記憶手段は、前記電力情報受信手段によって前記電力計から受信した前記電力情報
が格納される電力情報データベースを有し、
　前記気象情報受信手段は、前記所定地域における日射量実測値をさらに含む前記気象情
報を前記気象情報管理サーバから受信して前記記憶手段に格納し、
　前記電力需要予測値算出手段は、前記日射量実測値と、前記消費電力検出値と、に基づ
く相関係数分析によって、前記建物区分ごとに前記日射係数を算出すること
　を特徴とする請求項３に記載の電力需要予測装置。
【請求項７】
　所定地域における電力需要を予測する電力需要予測装置が実行する電力需要予測方法で
あって、
　前記電力需要予測装置は、気温予測値及び湿度予測値に対応する外気エンタルピが電力
需要に与える影響度を表す外気エンタルピ係数と、日射量予測値が電力需要に与える影響
度を表す日射係数と、がそれぞれ格納される記憶手段を備えており、
　前記記憶手段は、さらに、建物への日射が当該建物の室内温度の上昇に反映されるまで
の遅れ時間が格納される建物情報データベースを有しており、
　気象情報を管理する気象情報管理サーバから、所定地域における前記気温予測値と、前
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記湿度予測値と、前記日射量予測値と、を含む気象情報を受信する気象情報受信ステップ
と、
　前記気象情報受信ステップで受信した前記気象情報と、前記記憶手段に格納される前記
外気エンタルピ係数及び前記日射係数と、に基づいて、前記所定地域における電力需要の
予測値である電力需要予測値を算出する電力需要予測値算出ステップと、を含み、
　前記電力需要予測値算出ステップにおいて、
　前記遅れ時間の候補となる複数の遅れ時間候補ごとに、日射量の時間的変化を前記遅れ
時間候補だけ遅らせたグラフと、前記電力需要の時間的変化を示すグラフと、の相関を表
す相関係数を算出し、複数の前記遅れ時間候補のうち前記相関係数が最大となるものを前
記遅れ時間として設定し、
　将来の所定時刻について前記電力需要予測値を算出する際、前記建物情報データベース
を参照し、前記所定時刻よりも前記遅れ時間だけ遡った時刻における前記日射量予測値を
用いて、前記電力需要予測値を算出すること
　を特徴とする電力需要予測方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電力需要を予測する電力需要予測装置及び電力需要予測方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、地球環境の保護やエネルギ資源の有効利用を目的として、風力発電や太陽光発電
等、自然エネルギを利用した発電機の開発が進められている。また、工場設備等に設置さ
れる発電機から負荷装置に電力供給する際、その不足分を電力会社から買い取ったり、余
剰分を電力会社に販売したりする事業が広まりつつある。
【０００３】
　発電機を所有する事業者にとっては、電力会社から買い取る電力量をできるだけ小さく
して電力コストを抑制することが望まれる。一方、電力需要は、気象条件や時間帯等によ
って大きく変動する。したがって、将来（例えば、翌日）の電力需要を正確に予測し、そ
の予測結果に応じて発電電力を調整することで、無駄な発電を行わないことが要請される
。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、予測対象となる負荷量を含む時系列の実績データを取得する
取得部と、気象要素の時系列の予報データを受信する受信部と、気象状態を表す因子と負
荷量とを変数に含む回帰式の係数を変更する演算部と、を備えた負荷量予測装置について
記載されている。
　なお、前記した因子として、不快指数、外気エンタルピ、湿球温度、及び気温のうち、
いずれか一種類が用いられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－５４６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　前記したように、特許文献１に記載の発明では、予測に用いるパラメータが一種類（例
えば、不快指数）であるため、負荷量（つまり、電力需要）を正確に予測できない可能性
がある。実際の負荷量と、予測した負荷量と、の間に大きな差が生じた場合、無駄な発電
に伴うエネルギロスが生じて電力コストが高くなる可能性がある。
【０００７】
　そこで、本発明は、電力需要を正確に予測する電力需要予測装置及び電力需要予測方法
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を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決するために、本発明は、気象情報を管理する気象情報管理サーバから、
所定地域における気温予測値と、湿度予測値と、日射量予測値と、を含む気象情報を受信
する気象情報受信手段と、前記気温予測値及び前記湿度予測値に対応する外気エンタルピ
が電力需要に与える影響度を表す外気エンタルピ係数と、前記日射量予測値が電力需要に
与える影響度を表す日射係数と、がそれぞれ格納される記憶手段と、前記気象情報受信手
段によって受信される前記気象情報と、前記記憶手段に格納される前記外気エンタルピ係
数及び前記日射係数と、に基づいて、前記所定地域における電力需要の予測値である電力
需要予測値を算出する電力需要予測値算出手段と、を備え、前記記憶手段は、さらに、建
物への日射が当該建物の室内温度の上昇に反映されるまでの遅れ時間が格納される建物情
報データベースを有し、前記電力需要予測値算出手段は、前記遅れ時間の候補となる複数
の遅れ時間候補ごとに、日射量の時間的変化を前記遅れ時間候補だけ遅らせたグラフと、
前記電力需要の時間的変化を示すグラフと、の相関を表す相関係数を算出し、複数の前記
遅れ時間候補のうち前記相関係数が最大となるものを前記遅れ時間として設定し、将来の
所定時刻について前記電力需要予測値を算出する際、前記建物情報データベースを参照し
、前記所定時刻よりも前記遅れ時間だけ遡った時刻における前記日射量予測値を用いて、
前記電力需要予測値を算出することを特徴とする。
　なお、詳細については、発明を実施するための形態において説明する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、電力需要を正確に予測する電力需要予測装置及び電力需要予測方法を
提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態に係る電力需要予測装置を含む電力管理システムの構成図で
ある。
【図２】（ａ）は電力需要の内訳を示す説明図であり、（ｂ）は電力需要の内訳の時間的
変化を示すグラフである。
【図３】電力需要予測装置を備える電力情報管理サーバの構成図である。
【図４】記憶部の各データベースに格納される情報を示す説明図であり、（ａ）は電力情
報データベースの説明図であり、（ｂ）は温湿度データベースの説明図であり、（ｃ）は
日射量データベースの説明図であり、（ｄ）建物情報データベースの説明図であり、（ｅ
）はイベント情報データベースの説明図であり、（ｆ）は日射係数データベースの説明図
である。
【図５】電力管理システムの動作の流れを示すシーケンスである。
【図６】（ａ）は電力需要及び日射量の時間的変化と、遅れ時間を考慮した日射量の時間
的変化と、を示すグラフであり、（ｂ）は遅れ時間だけシフトさせた日射量のグラフと電
力需要のグラフとの相関係数と、複数の遅れ時間の候補と、の関係を示す説明図である。
【図７】（ａ）は外気エンタルピと電力需要実績との相関関係を示す説明図であり、（ｂ
）は日射量実測値と電力需要実績との相関関係を示す説明図である。
【図８】電力需要予測処理の流れを示すフローチャートである。
【図９】電力需要予測処理の結果を示す説明図であり、（ａ）は外気エンタルピ及び日射
量予測値に基づいて電力需要が予測される時間帯を示す説明図であり、（ｂ）は電力需要
を直線で近似する処理の説明図であり、（ｃ）は正午付近の電力需要予測値を補正する処
理の説明図である。
【図１０】制御信号生成装置が実行する処理の流れを示すフローチャートである。
【図１１】電力需要の時間的変化と、蓄電池の充放電を行う時間帯と、ガスエンジン発電
機を駆動する時間帯と、を示す説明図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明を実施するための形態（以下、実施形態という）について、適宜図面を参照しな
がら詳細に説明する。以下では、一例として、図１に示す負荷装置Ｌ１，…，Ｌｍと、発
電機Ｇ１，Ｇ２，Ｇ３と、蓄電池Ｂ１，…，Ｂｎとが、所定地域の工場設備（図示せず）
に設置されている場合について説明する。
【００１２】
≪実施形態≫
　図１は、本実施形態に係る電力需要予測装置を含む電力管理システムの構成図である。
電力管理システムＳは、電力系統Ｋから供給される電力や、発電機Ｇ１，Ｇ２，Ｇ３の発
電電力によって、負荷装置Ｌ１，…，Ｌｍに電力を供給するシステムである。また、電力
管理システムＳは、負荷装置Ｌ１，…，Ｌｍの電力需要に応じて、蓄電池Ｂ１，…，Ｂｎ
を充放電させるように構成されている。
【００１３】
　電力管理システムＳは、電力情報管理サーバ１００と、電力計Ｐ0，ＰL1，…，ＰLm，
ＰG1，ＰG2，ＰG3，ＰB1，…，ＰBnと、ＰＣＳ２１（Power Conditioning Subsystems）
，２２，２３，３１，…，３ｎと、気象情報管理サーバ４００と、管理用ＰＣ５００と、
を備えている。
　以下では、まず、負荷装置Ｌ１，…，Ｌｍ、発電機Ｇ１，Ｇ２，Ｇ３、及び蓄電池Ｂ１
，…，Ｂｎについて簡単に説明した後、電力管理システムＳの各構成について説明する。
【００１４】
＜負荷装置＞
　負荷装置Ｌ１は、電力系統Ｋから供給される電力を消費する機器である。負荷装置Ｌ１
として、例えば、工場設備の生産ラインに設置される機械設備、室内を照らす照明設備、
機械設備を駆動させるためのエネルギ（例えば、圧縮空気）を供給するユーティリティ設
備、室内を空調する空調設備が挙げられる（図２（ａ）参照）。他の負荷装置Ｌ２，…，
Ｌｍについても同様である。
【００１５】
　なお、図１に示す電力系統Ｋは、変電所（図示せず）の下流側に接続される配電線ｋ１
と、配電線ｋ１の電圧を降圧する変圧器Ｔｒと、変圧器Ｔｒの下流側に接続される引込線
ｋ２と、を含んでいる。引込線ｋ２は、図１に示すように分岐しており、負荷装置Ｌ１，
…，Ｌｍ、発電機Ｇ１，Ｇ２，Ｇ３、及び蓄電池Ｂ１，…，Ｂｎに接続されている。
【００１６】
＜発電機＞
　太陽光発電機Ｇ１は、太陽光が照射されることで発電する太陽光発電パネル（図示せず
）を有し、ＰＣＳ２１及び引込線ｋ２を介して変圧器Ｔｒに接続されている。
　風力発電機Ｇ２は、風力によって回転するブレード（図示せず）と、このブレードの回
転軸に連結される発電機と、を有し、ＰＣＳ２２及び引込線ｋ２を介して変圧器Ｔｒに接
続されている。
【００１７】
　ガスエンジン発電機Ｇ３は、燃料ガスを燃焼させて運動エネルギを発生させるガスエン
ジン（図示せず）と、このガスエンジンで発生させた運動エネルギを電気エネルギに変換
する発電機と、を有し、ＰＣＳ２３及び引込線ｋ２を介して変圧器Ｔｒに接続されている
。
　発電機Ｇ１，Ｇ２，Ｇ３によって発電される電力は、ＰＣＳ２１～２３による制御に応
じて負荷装置Ｌ１，…，Ｌｍに供給されたり、蓄電池Ｂ１，…，Ｂｎに充電されたりする
。
　なお、発電機の種類及び個数は、図１に示すものに限定されない。
【００１８】
＜蓄電池＞
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　蓄電池Ｂ１は、直列又は直並列に接続された複数の電池セル（図示せず）を有し、ＰＣ
Ｓ３１及び引込線ｋ２を介して変圧器Ｔｒに接続されている。なお、他の蓄電池Ｂ２，…
，Ｂｎについても同様である。
【００１９】
＜電力計＞
　電力計Ｐ0は、電力系統Ｋを介して工場設備に供給される電力を検出するセンサであり
、引込線ｋ２に接続されている。電力計Ｐ0は、有線又は無線通信によって、検出した電
力値を電力情報管理サーバ１００に送信するように構成されている。
　電力計ＰL1は、負荷装置Ｌ１の消費電力を検出し、その電力値を電力情報管理サーバ１
００に送信する（電力計ＰL2，…，ＰLmについても同様）。
【００２０】
　電力計ＰG1は、太陽光発電機Ｇ１で発電された電力を検出し、その電力値を電力情報管
理サーバ１００に送信する（電力計ＰG2，ＰG3についても同様）。
　電力計ＰB1は、蓄電池Ｂ１の充放電電力を検出し、その電力値を電力情報管理サーバ１
００に送信する（電力計ＰB2，…，ＰBnについても同様）。
　なお、前記した各電力計として、自身が制御機能を有するスマートメータを用いてもよ
いし、単に検出機能と通信機能のみを有する電力計を用いてもよい。
【００２１】
＜ＰＣＳ＞
　ＰＣＳ２１は、インバータ回路、開閉器等を有しており、太陽光発電機Ｇ１の発電状態
に応じて、直流／交流変換や電力変動補償を実行する（ＰＣＳ２２についても同様）。
　ＰＣＳ２３は、電力情報管理サーバ１００からの指令に応じて、ガスエンジン発電機Ｇ
３の発電電力を制御する。なお、ガスエンジン発電機Ｇ３の運転開始／停止を手動で行う
ようにしてもよい。
　ＰＣＳ３１は、電力情報管理サーバ１００からの指令に応じて、蓄電池Ｂ１の充放電電
力を制御したり、充放電に伴う電圧変動を抑制したりする（ＰＣＳ３２，…，３ｎについ
ても同様）。
【００２２】
　以下では、任意の負荷装置、発電機、蓄電池、電力計、ＰＣＳ（ＰＣＳ３１，…，３ｎ
を含む）を指す場合、それぞれ負荷装置Ｌ、発電機Ｇ、蓄電池Ｂ、電力計Ｐ，ＰＣＳ２０
と記す。
【００２３】
＜気象情報管理サーバ＞
　気象情報管理サーバ４００は、例えば、気象庁（図示せず）から取得した気象情報を管
理するサーバであり、ネットワークＮを介して電力情報管理サーバ１００に接続されてい
る。なお、前記した気象情報には、各地の気温予測値・湿度予測値・日射量予測値（つま
り、将来の気象情報）と、各地の気温実測値・湿度実測値・日射量実測値（つまり、現在
又は過去の気象情報）と、が含まれる。
【００２４】
＜管理用ＰＣ＞
　管理用ＰＣ５００は、例えば、入力手段（マウス、キーボード等）を介した操作に応じ
て電力情報管理サーバ１００に各種情報を送信するコンピュータであり、ネットワークＮ
を介して電力情報管理サーバ１００に接続されている。前記した操作は、例えば、電力管
理システムＳの管理者によって行われる。
【００２５】
＜電力情報管理サーバ＞
　電力情報管理サーバ１００は、工場設備を含む所定地域の電力情報を管理するサーバで
ある。電力情報管理サーバ１００は、電力需要予測装置１１０と、制御信号生成装置１２
０と、を備えている。
【００２６】
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（電力需要予測装置）
　電力需要予測装置１１０は、気象情報管理サーバ４００から取得した気象情報を用いて
、所定地域における電力需要を予測する装置であり、ネットワークＮを介して気象情報管
理サーバ４００及び管理用ＰＣ５００に接続されている。まず、電力需要予測装置１１０
が実行する処理の概要を説明する。
　図２（ａ）は、電力需要の内訳を示す説明図である。工場設備に設置される負荷装置Ｌ
の電力需要は、例えば、図２（ａ）に示す内訳になる。ここで、生産ライン、照明、及び
ユーティリティ（例えば、圧縮空気の生成）の電力需要は、外気条件（温湿度）や日射量
の変化に影響されにくい「定常負荷」に相当する。図２（ｂ）は、電力需要の内訳の時間
的変化を示すグラフである。図２（ｂ）に示す「定常負荷」は、工場設備の稼働スケジュ
ール等に基づいて推定される。
【００２７】
　一方、空調に伴う電力需要は、外気条件や日射量によって変動する「変動負荷」に相当
する。本実施形態において電力需要予測装置１１０（図１参照）は、図２（ａ）、（ｂ）
に示すように、外気条件による負荷と、日射による負荷と、の和で表わされる変動負荷と
、前記した定常負荷と、に基づいて工場設備の電力需要を予測する。
　すなわち、電力需要予測装置１１０は、外気エンタルピｈと、日射量予測値Ｓｒと、に
基づいて、以下に示す（数式１）によって工場設備の電力需要予測値Ｐ１を算出する。
【００２８】
　Ｐ１＝α・ｈ＋β・Ｓｒ＋γ＋σ　・・・（数式１）
【００２９】
　ここで、外気エンタルピｈは外気条件に応じて変化する値であり、気象情報管理サーバ
４００（図１参照）から送信される気温予測値・湿度予測値に基づいて算出される。外気
エンタルピ係数αは、外気エンタルピｈが電力需要に与える影響度を表している。日射係
数βは、日射量Ｓｒが電力需要に与える影響度を表している。
　（数式１）のうち（α・ｈ＋β・Ｓｒ）の部分が、外気条件及び日射によって変化する
「変動負荷」に相当する。
【００３０】
　また、（数式１）の定数γは、外気条件や日射量の変化に影響されることはほとんどな
く、工場の稼働スケジュール等に基づいて算出される。補正値σは、工場設備の昼休憩等
に伴う一時的な電力需要の低下を電力需要予測値Ｐ１に反映させるために設定される。
　（数式１）のうち（γ＋σ）の部分が、外気条件及び日射の影響を受けない「定常負荷
」に相当する。電力需要予測装置１１０は、「変動負荷」と「定常負荷」との和をとるこ
とで、電力需要予測値Ｐ１を算出する。
　なお、（数式１）に示す各パラメータの詳細については後記する。
【００３１】
　図３は、電力需要予測装置を備える電力情報管理サーバの構成図である。なお、図３で
は、ネットワークＮ（図１参照）の図示を省略した。図３に示すように、電力需要予測装
置１１０は、電力情報受信部１１１と、気象情報受信部１１２と、パラメータ算出部１１
３と、電力需要予測部１１４と、記憶部１１５と、を備えている。
【００３２】
　電力情報受信部１１１（電力情報受信手段）は、電力計Ｐ（図３参照）から電力情報を
受信して電力情報データベース１１５ａに格納する。なお、前記した「電力情報」には、
電力計Ｐの識別情報と、検出された電力値である電力需要実績と、が含まれる。
　気象情報受信部１１２（気象情報受信手段）は、工場設備を含む所定地域の気象情報を
気象情報管理サーバ４００から受信し、記憶部１１５に格納する。なお、前記した「気象
情報」には、気温予測値と、湿度予測値と、日射量予測値と、が含まれる。
　気象情報受信部１１２は、受信した気象情報のうち温湿度に関する情報を温湿度データ
ベース１１５ｂに格納し、日射量に関する情報を日射量データベース１１５ｃに格納する
。
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【００３３】
　パラメータ算出部１１３は、記憶部１１５に格納された情報を用いて、前記した外気エ
ンタルピ係数α、日射係数β、定数γ、及び補正値σを算出する。
　電力需要予測部１１４（電力需要予測値算出手段）は、記憶部１１５に格納された情報
を用いて、所定の日付・時間帯（例えば、翌日の１時間ごと）における工場設備の電力需
要を予測する。
　なお、電力需要予測装置１１０が実行する処理の詳細については、後記する。
【００３４】
　記憶部１１５（記憶手段）は、電力情報データベース１１５ａと、温湿度データベース
１１５ｂ、日射量データベース１１５ｃと、建物情報データベース１１５ｄと、イベント
情報データベース１１５ｅと、日射係数データベース１１５ｆと、を有している。
【００３５】
　図４は、記憶部の各データベースに格納される情報を示す説明図である。
　図４（ａ）に示すように、電力情報データベース１１５ａには、電力計Ｐの識別情報で
ある電力計ＩＤと、予測（又は検出）対象を特定するための日付・時間帯・位置と、電力
需要予測値と、電力需要実績と、を含む電力情報が格納される。
　ここで、「電力需要予測値」とは、負荷装置Ｌ（図１参照）の電力需要であり、電力需
要予測部１１４（図２参照）によって予測される。また、「電力需要実績」とは、負荷装
置Ｌの消費電力であり、電力計Ｐによって検出される。
【００３６】
　図４（ｂ）に示すように、温湿度データベース１１５ｂには、予測（又は実測）対象を
特定するための日付・時間帯・位置と、気温予測値と、湿度予測値と、気温実測値と、湿
度実測値と、を含む温湿度情報が格納される。
　気温予測値・湿度予測値は、所定地域について予測される将来（例えば、翌日）の気温
・湿度である。一方、気温実測値・湿度実測値は、所定地域において実際に検出された気
温・湿度である。温湿度データベース１１５ｂに格納される情報は、気象情報受信部１１
２によって、気象情報管理サーバ４００から取得される（図３参照）。
【００３７】
　図４（ｃ）に示すように、日射量データベース１１５ｃには、予測（又は実測）対象を
特定するための日付・時間帯・位置と、日射量予測値と、日射量実測値と、を含む日射量
情報が格納される。
　日射量予測値は、所定地域について予測される将来（例えば、翌日）の日射量である。
一方、日射量実測値は、所定地域において実際に検出された日射量である。日射量データ
ベース１１５ｃに格納される情報は、気象情報受信部１１２によって、気象情報管理サー
バ４００から取得される（図３参照）。
【００３８】
　図４（ｄ）に示すように、建物情報データベース１１５ｄには、建物ＩＤ、住所、緯度
・経度、面積、壁厚、材質、建物区分、及び遅れ時間Δｔが格納される。建物ＩＤとは、
所定地域（例えば、工場設備内）に存在する建物の識別情報であり、電力需要予測装置１
１０によって付与される。住所、緯度・経度は、前記した建物の位置情報であり、ネット
ワークＮ（図１参照）を介して管理用ＰＣ５００から取得される。
【００３９】
　図４（ｄ）に示す面積は、建物を平面視した場合の面積である。壁厚は、建物を構成す
る壁（例えば、天井壁）の厚さである。材質は、建物を構成する壁の材質（例えば、コン
クリート）である。建物区分は、前記した面積・壁厚・材質等を考慮して、建物の伝熱特
性を反映させるように設定される区分である。例えば、壁の材質を基準としてコンクリー
ト、鋼板、及び漆喰の３区分で建物を分類してもよい。
　前記した面積・壁厚・材質・建物区分は、ネットワークＮを介して管理用ＰＣ５００か
ら取得される。なお、図４（ｄ）に示す遅れ時間Δｔについては後記する。
【００４０】
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　図４（ｅ）に示すように、イベント情報データベース１１５ｅには、イベントＩＤ、日
付、時間帯、イベント区分、影響範囲、及び外気エンタルピ係数αを含むイベント情報が
格納される。
　イベントＩＤとは、各イベントの識別情報であり、電力需要予測装置１１０によって付
与される。日付・時間帯は、イベントの時期を特定するための情報である。
【００４１】
　イベント区分とは、日付に対応する季節・曜日、時間帯が朝・昼・夜のいずれに属する
か、行事内容、工場の稼働スケジュール等を考慮して定められる区分である。例えば、夏
季の日曜日の昼間と、夏季の平日の昼間と、は外気条件が同一でも電力需要への影響の仕
方が異なる。したがって、これらは互いに異なるイベント区分に分類される。
　一方、電力需要に対する影響が同等とみなせるイベント（例えば、春季の日曜日の昼間
と、秋季の日曜日の昼間）は、同一のイベント区分に分類される。
【００４２】
　影響範囲は、イベントが電力需要に影響する範囲を特定するための情報であり、例えば
、緯度・経度を指定することで外縁が特定される領域である。日付、時間帯、イベント区
分、及び影響範囲は、ネットワークＮ（図１参照）を介して管理用ＰＣ５００から取得さ
れる。
【００４３】
　建物に設置される空調装置の稼働状態は、外気エンタルピｈの大きさが同じであっても
、季節、曜日、時間帯等（つまり、イベント）によって異なる。本実施形態では、パラメ
ータ算出部１１３（図３参照）によって、イベント区分ごとに外気エンタルピ係数αを算
出するようにした。これによって、電力需要に対するイベントの影響を、（数式１）の外
気エンタルピ係数αに反映させることができる。なお、外気エンタルピ係数αの算出処理
については後記する。
【００４４】
　図４（ｆ）に示すように、日射係数データベース１１５ｆには、建物区分、イベント区
分、及び日射係数βが格納される。ここで、図４（ｆ）に示す建物区分は、建物情報デー
タベース１１５ｄ（図４（ｄ）参照）に格納される建物区分に対応している。また、図４
（ｆ）に示すイベント区分は、イベント情報データベース１１５ｅに格納されるイベント
区分に対応している。
【００４５】
　ところで、建物に設置される空調装置の稼働状態は、日射条件が同じであっても、建物
の伝熱特性（構造・材質）や、前記したイベントによって異なってくる。本実施形態では
、パラメータ算出部１１３（図３参照）によって、イベント区分及び建物区分ごとに日射
係数βを算出するようにした。これによって、電力需要に対するイベントの影響と、建物
の伝熱特性と、を（数式１）の日射係数βに反映させることができる。なお、日射係数β
の算出処理については後記する。
【００４６】
（制御信号生成装置）
　図３に示す制御信号生成装置１２０は、電力需要予測装置１１０によって予測された電
力需要と、電力情報データベース１１５ａに格納されている電力情報と、に基づいて制御
信号を生成し、ＰＣＳ２０及び発電機Ｇに出力する。
　なお、制御信号生成装置１２０が実行する処理については後記する。
【００４７】
＜電力管理システムの動作＞
　図５は、電力管理システムの動作の流れを示すシーケンスである。
　ステップＳ１０１において電力情報管理サーバ１００は、管理用ＰＣ５００から設定情
報を受信する。この設定情報には、電力需要の予測対象とする地域を特定するための情報
と、当該地域内に存在する建物の住所・建物ＩＤ・面積・壁厚・材質・建物区分（図４（
ｄ）参照）と、が含まれる。なお、図４（ｄ）に示す遅れ時間Δｔは、次のステップＳ１
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０２の処理で算出される。電力情報管理サーバ１００は、管理用ＰＣ５００から受信した
情報を建物情報データベース１１５ｄ（図３参照）に格納する。
【００４８】
　ステップＳ１０２において電力情報管理サーバ１００は、ステップＳ１０１で受信した
設定情報に基づいて、遅れ時間Δｔを算出する。ここで、「遅れ時間Δｔ」とは、建物へ
の日射が、壁を介した伝熱によって室内温度の上昇（つまり、空調負荷・電力需要の増加
）に反映されるまでの時間を意味している。このような遅れ時間Δｔの長さは、建物の面
積、壁厚、壁の材質によって異なる。
【００４９】
　図６（ａ）は、電力需要及び日射量の時間的変化と、遅れ時間を考慮した日射量の時間
的変化と、を示すグラフである。図６（ａ）に示す例では、電力需要（破線）のグラフが
Ｍ字状を呈している。これは、工場設備で昼休憩（１２：００～１３：００）がとられる
ことに伴い、電力需要が一時的に減少したためである。このような一時的な減少は、前記
した（数式１）の補正値σ（＜０）によって電力需要予測値Ｐ１に反映される。
【００５０】
　また、図６（ａ）に示す例では、電力需要（破線）が１４：３０付近で最大になってい
るのに対し、日射量（一点鎖線）は１３：００付近で最大になっている。これは、建物の
壁を介した伝熱に時間を要するため、日射が空調負荷に影響するまでに約１．５時間の遅
れが生じることに起因している。
　電力情報管理サーバ１００は、以下の相関係数分析を実行し、建物情報データベース１
１５ｄ（図４（ｄ）参照）に格納された建物区分ごとに最適な遅れ時間Δｔを算出する。
【００５１】
　図６（ｂ）は、遅れ時間だけシフトさせた日射量のグラフと電力需要のグラフとの相関
係数と、複数の遅れ時間の候補と、の関係を示す説明図である。電力情報管理サーバ１０
０は、遅れ時間Δｔの候補として、例えば、０［ｈ］、０．５［ｈ］、…、２．５［ｈ］
を設定する。そして、電力情報管理サーバ１００は、過去１年間のデータを用いて、複数
の遅れ時間候補に関する電力需要のグラフ（図６（ａ）の破線）と、遅れ時間候補ぶんだ
けシフトした日射量のグラフ（図６（ａ）の実線）と、の相関係数を算出する。
　ちなみに、電力情報管理サーバ１００は、相関係数が最大値ρMaxとなる遅れ時間（図
６（ｂ）では、１．５ｈ）を遅れ時間Δｔとして設定し、建物情報データベース１１５ｄ
に格納する（図４（ｄ）参照）。
【００５２】
　また、電力需要予測部１１４（図３参照）は、設定した遅れ時間Δｔ（１．５ｈ）だけ
遡った時刻の日射量を用いて、電力需要予測値Ｐ１を算出する。例えば、翌日の午後４時
における電力需要を予測する際、電力需要予測部１１４は、遅れ時間１．５時間だけ遡っ
た午後２時半の日射量予測値を用いる。これによって、建物の構造に伴う伝熱の遅れを電
力需要予測値Ｐ１に反映させることができる。
【００５３】
　再び、図５に戻って説明を続ける。ステップＳ２０１において電力情報管理サーバ１０
０は、電力情報受信部１１１（図３参照）によって、電力計Ｐから電力情報を受信し、電
力情報データベース１１５ａに格納する。前記した電力情報には、実際に検出された電力
値（電力需要実績）と、電力計ＩＤと、検出時刻と、が含まれる。ステップＳ２０１で取
得した電力情報は、ステップＳ２０４のパラメータ算出処理に用いられる。
【００５４】
　ステップＳ２０２において電力情報管理サーバ１００は、気象情報受信部１１２（図３
参照）によって、気象情報管理サーバ４００から気象情報を受信し、温湿度データベース
１１５ｂ及び日射量データベース１１５ｃに格納する。前記した気象情報には、検出対象
を特定するための日付・時刻・位置、気温実測値、湿度実測値、及び日射量実測値が含ま
れる。ステップＳ２０２で取得した気象情報は、ステップＳ２０４のパラメータ算出処理
に用いられる。
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　なお、ステップＳ２０１，Ｓ２０２の処理は、所定時間ごとに逐次実行される。
【００５５】
　ステップＳ２０３において管理用ＰＣ５００は、電力情報管理サーバ１００に対し、ネ
ットワークＮを介してパラメータ算出指令を送信する。当該送信処理は、自動的に行って
もよいし、入力手段（図示せず）を介した管理者の操作に応じて手動で行ってもよい。
　ステップＳ２０４において電力情報管理サーバ１００は、パラメータ算出部１１３（図
３参照）によって、ステップＳ２０１，Ｓ２０２で取得した情報を用いてパラメータ算出
処理を実行する。
【００５６】
　図７（ａ）は、外気エンタルピと電力需要実績との相関関係を示す説明図である。図７
（ａ）に示すように、外気エンタルピと電力需要実績（消費電力検出値）との間には正の
相関がある。パラメータ算出部１１３は、外気エンタルピと、電力需要実績と、に基づく
相関係数分析によって、外気エンタルピ係数を算出する。
【００５７】
　すなわち、パラメータ算出部１１３は、外気エンタルピ及び電力需要実績の共分散を、
外気エンタルピ、電力需要実績それぞれの分散幾何平均の積で割ることによって相関係数
を算出する。そして、パラメータ算出部１１３は、外気エンタルピ及び電力需要実績の標
準偏差と、前記した相関係数と、に基づいて、図７（ａ）に示す傾きαを算出し、外気エ
ンタルピ係数αとして設定する。
　つまり、前記した（数式１）の外気エンタルピ係数αは、外気エンタルピ（の変化）が
電力需要（の変化）に与える影響度を表している。
【００５８】
　なお、図７（ａ）に示すデータは、ある特定のイベント（例えば、日曜日の昼間）に関
して取得されたデータである。つまり、イベントが異なる場合、図７（ａ）に示す傾きα
の大きさも異なってくる。
　パラメータ算出部１１３は、過去１年間に取得した電力情報及び気象情報を用いてイベ
ント区分ごとに外気エンタルピ係数αを算出し、イベント区分に対応付けてイベント情報
データベース１１５ｅに格納する（図４（ｅ）参照）。
【００５９】
　また、図７（ｂ）に示すように、日射量実測値と電力需要実績との間にも正の相関があ
る。前記した場合と同様に、パラメータ算出部１１３は、日射量実測値と、電力需要実績
（消費電力検出値）と、に基づく相関係数分析によって傾きβを算出し、日射係数βとし
て設定する。つまり、前記した（数式１）の日射係数βは、日射量（の変化）が電力需要
（の変化）に与える影響度を表している。
【００６０】
　なお、図７（ｂ）に示すデータは、ある特定のイベント（例えば、日曜日の昼間）と、
建物区分（例えば、コンクリート製の建物）と、の組合せに関して取得されたデータであ
る。パラメータ算出部１１３は、過去１年間に取得したデータを用いて、建物区分及びイ
ベント区分の組合せごとに日射係数βを算出する。そして、パラメータ算出部１１３は、
算出した日射係数βを建物区分及びイベント区分に対応付けて、日射係数データベース１
１５ｆに格納する（図４（ｆ）参照）。
【００６１】
　また、パラメータ算出部１１３は、前記した（数式１）の定数γ及び補正値σを算出す
る。定数γは、例えば、工場設備の稼働スケジュール等に基づいて算出される。
　補正値σは、例えば、工場設備の昼休憩において一時的に機器が停止される（つまり、
一時的に電力需要が小さくなる）場合を考慮して算出される。補正値σは、電力計Ｐから
入力される電力情報（実測値）と、工場設備の運営状況と、に基づいて算出される。
　ステップＳ２０３，Ｓ２０４の処理は、例えば、一年ごとに行われる（つまり、過去の
電力需要実績に基づいて、定期的にパラメータが更新される）。
【００６２】
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　再び、図５に戻って説明を続ける。ステップＳ３０１において電力情報管理サーバ１０
０は、気象情報受信部１１２（図３参照）によって、気象情報管理サーバ４００から気象
情報を受信する（気象情報受信ステップ）。当該気象情報には、予測対象を特定するため
の日付・時間帯・位置、気温予測値、湿度予測値、及び日射量予測値が含まれている。
　なお、外気エンタルピに関する情報は温湿度データベース１１５ｂ（図４（ｂ）参照）
に格納され、日射量に関する情報は日射量データベース１１５ｃ（図４（ｃ）参照）に格
納される。
【００６３】
　ステップＳ３０２において電力情報管理サーバ１００は、電力需要予測部１１４（図３
参照）によって、電力需要予測処理を実行する。図８は、電力需要予測処理の流れを示す
フローチャートである。
　ステップＳ１において電力需要予測部１１４は、前記した所定地域に属する区域を指定
して電力需要の予測対象を特定する。ここで「区域」とは、例えば、緯度・経度を指定す
ることで外縁が定まる領域である。
【００６４】
　ステップＳ２において電力需要予測部１１４は、建物情報データベース１１５ｄ（図４
（ｄ）参照）から建物情報を読み込む。この建物情報には、ステップＳ１で指定した区域
に存在する建物の建物区分、遅れ時間Δｔ等が含まれている。
【００６５】
　ステップＳ３において電力需要予測部１１４は、時間帯（例えば、翌日の午前０時～１
時）を指定して電力需要の予測対象を特定する。
　ステップＳ４において電力需要予測部１１４は、イベント情報データベース１１５ｅ（
図４（ｅ）参照）からイベント情報を読み込む。このイベント情報には、イベント区分、
外気エンタルピ係数α等が含まれている。
　なお、管理用コンピュータ５００が、ネットワークＮ（図１参照）を介して区域の指定
（Ｓ１）や時間帯の指定（Ｓ３）を行ってもよい。
【００６６】
　ステップＳ５において電力需要予測部１１４は、前記した（数式１）の外気エンタルピ
係数α、日射係数β、定数γ、及び補正値σを記憶部１１５から読み込む。なお、外気エ
ンタルピ係数αは、ステップＳ４で読み込んだイベント情報に含まれている（図４（ｅ）
参照）。日射係数βは、日射係数データベース１１５ｆ（図４（ｆ）参照）を参照して取
得される。
　なお、定数γ及び補正値σは、前記したパラメータ算出処理（Ｓ２０４：図５参照）で
算出され、予め記憶部１１５に格納されている。
【００６７】
　ステップＳ６において電力需要予測部１１４は、温湿度データベース１１５ｂ（図４（
ｂ）参照）から温度予測値及び湿度予測値を読み込む。この温湿度予測値及び湿度予測値
は、ステップＳ１，Ｓ３で指定された区域・時間帯に対応している。
　ステップＳ７において電力需要予測部１１４は、ステップＳ６で読み込んだ温度予測値
及び湿度予測値を用いて、前記した（数式１の外気エンタルピｈを算出する。
【００６８】
　ステップＳ８において電力需要予測部１１４は、日射量データベース１１５ｃ（図４（
ｃ）参照）から日射量予測値Ｓｒを読み込む。この日射量予測値は、ステップＳ１，Ｓ３
で指定された区域・時間帯に対応している。なお、前記した時間帯は、ステップＳ３で指
定された時間帯よりも遅れ時間Δｔだけ遡った時間帯である（図６（ａ）参照）。
【００６９】
　ステップＳ９において電力需要予測部１１４は、前記した（数式１）に基づいて電力需
要予測値を算出する（電力需要予測値算出ステップ）。すなわち、電力需要予測部１１４
は、ステップＳ５で読み込んだ各パラメータと、ステップＳ７で算出した外気エンタルピ
ｈと、ステップＳ８で読み込んだ日射量予測値Ｓｒと、を（数式１）に代入して電力需要
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予測値Ｐ１を算出する。
【００７０】
　図９は、電力需要予測処理の結果を示す説明図である。本実施形態では、図９（ａ）に
示すように、翌日の０：００～６：００、及び１０：００～１７：００の電力需要を、（
数式１）に基づいて１時間刻みで予測するようにした（図９（ｂ）、（ｃ）に示す複数の
黒点に対応）。
【００７１】
　このような予測処理を行った後、図９（ｂ）に示すように、翌日の６：００に対応する
点Ｘ１と、１０：００に対応する点Ｘ２と、を直線で結んで近似する。また、１７：００
～２４：００の電力需要についても点Ｘ３，Ｘ４を直線で結んで近似する。ちなみに、実
際の電力需要も、６：００～１０：００、及び１７：００～２４：００において線形的に
変化する。したがって、実際の電力需要との誤差を小さくしつつ、電力需要予測処理に要
する演算量を低減できる。
【００７２】
　また、正午付近の電力需要に関して、（数式１）で説明した補正値σ（＜０）が加算さ
れる。つまり、図９（ｃ）に示すように、電力需要予測部１１４は、電力需要予測値のグ
ラフが正午付近（領域Ｑを参照）において凹状を呈するように補正する。これによって、
電力需要予測値を、実際の電力需要の変化に近付けることができる。なお、補正値σは、
正午付近を除く領域においてゼロになるように設定されている。
【００７３】
　次に、図８のステップＳ１０において電力需要予測部１１４は、翌日の２４時間分の予
測が完了したか否かを判定する。翌日の２４時間分の予測が完了していない場合（Ｓ１０
→Ｎｏ）、電力需要予測部１１４の処理はステップＳ１１に進む。ステップＳ１１におい
て電力需要予測部１１４は、他の時間帯（例えば、翌日の午前１時～２時）を指定し、ス
テップＳ４の処理に戻る。一方、翌日の２４時間分の予測が完了した場合（Ｓ１０→Ｙｅ
ｓ）、電力需要予測部１１４の処理はステップＳ１２に進む。
【００７４】
　ステップＳ１２において電力需要予測部１１４は、全ての区域について予測が完了した
か否かを判定する。なお、「全ての区域」とは、工場設備を含む複数の区域を意味してお
り、予め設定されている。
　予測が完了していない区域が存在する場合（Ｓ１２→Ｎｏ）、電力需要予測部１１４の
処理はステップＳ１３に進む。ステップＳ１３において電力需要予測部１１４は、他の区
域を指定する。一方、全ての区域について予測が完了した場合（Ｓ１２→Ｙｅｓ）、電力
需要予測部１１４は処理を終了する（ＥＮＤ）。
【００７５】
　再び、図５に戻って説明を続ける。ステップＳ３０３において制御信号生成装置１２０
（図３参照）は、ガスエンジン発電機Ｇ３（図１参照）の駆動や蓄電池Ｂの充放電を制御
するための制御信号を生成する。ステップＳ３０４において制御信号生成装置１２０（図
３参照）は、ステップＳ３０３で生成した制御信号をＰＣＳ２０及び発電機Ｇに送信する
（図３参照）。
【００７６】
　図１０は、制御信号生成装置が実行する処理（Ｓ３０２，Ｓ３０３）の流れを示すフロ
ーチャートである。なお、図１０に示す処理の実行中も、太陽光発電機Ｇ１（図１参照）
及び風力発電機Ｇ２による発電は継続し、その発電電力及び電力系統Ｋからの電力が負荷
装置Ｌに供給されているものとする。
【００７７】
　ステップＳ２１において制御信号生成装置１２０は、翌日の電力ピーク時間帯と、ピー
ク電力量と、を予測する。ここで、ピーク電力量［ｋＷｈ］とは、電力需要予測値（ステ
ップＳ９：図８参照）に基づいて算出される所定時間あたりの電力量の最大値である。ま
た、ピーク時間帯とは、翌日のピーク電力量に対応する時間帯である。
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【００７８】
　ステップＳ２２において制御信号生成装置１２０は、蓄電池Ｂからの放電電力でピーク
カットすることが可能であるか否かを判定する。
　図１１は、電力需要の時間的変化と、蓄電池の充放電を行う時間帯と、ガスエンジン発
電機を駆動する時間帯と、を示す説明図である。図１１に示すように、工場設備を運営す
る事業者は、電力会社との契約に基づいて、電力系統Ｋからの供給電力の目標上限値ＰS

を予め設定している。
【００７９】
　前記したピークカットとは、蓄電池Ｂからの放電電力によって、電力系統Ｋからの供給
電力を目標上限値ＰS以下に抑えられる（図１１に示す斜線部が、蓄電池Ｂの放電電力で
補われる）ことを意味している。ステップＳ２２の判定処理は、電力情報データベース１
１５ａに格納された負荷装置Ｌの消費電力、太陽光発電機Ｇ１及び風力発電機Ｇ２の発電
電力、蓄電池Ｂの充電電力等に基づいて実行される。
　ちなみに、ガスエンジン発電機Ｇ３（図１参照）は、通常時において停止している。
【００８０】
　再び、図１０に戻って説明を続ける。蓄電池Ｂの放電電力でピークカットが可能である
場合（Ｓ２２→Ｙｅｓ）、制御信号生成装置１２０の処理はステップＳ２３に進む。ステ
ップＳ２３において制御信号生成装置１２０は、ＰＣＳ２０に対して蓄電池Ｂへの充電指
令を出力する（図１１参照）。なお、安価な夜間電力を用いて蓄電池Ｂを充電することで
、負荷の平準化及び電力コストの低減を図ることが好ましい。
【００８１】
　ステップＳ２４において制御信号生成装置１２０は、ステップＳ２１で予測した電力ピ
ーク時間帯になったか否かを判定する。電力ピーク時間帯になっていない場合（Ｓ２４→
Ｎｏ）、制御信号生成装置１２０はステップＳ２４の処理を繰り返す。一方、電力ピーク
時間帯になった場合（Ｓ２４→Ｙｅｓ）、制御信号生成装置１２０の処理はステップＳ２
５に進む。
　ステップＳ２５において制御信号生成装置１２０は、ＰＣＳ２０に対して蓄電池Ｂの放
電指令を出力する。その結果、蓄電池Ｂからの放電電力が負荷装置Ｌに供給される。
【００８２】
　一方、蓄電池Ｂの放電電力のみではピークカットが不可能である場合（Ｓ２２→Ｎｏ）
、制御信号生成装置１２０の処理はステップＳ２６に進む。ステップＳ２６において制御
信号生成装置１２０は、ガスエンジン発電機Ｇ３（図１参照）に発電準備指令を出力する
。例えば、制御信号生成装置１２０は、ガスエンジン発電機Ｇ３の操作盤（図示せず）の
ランプを点灯させることで、操作者に対してガスエンジン発電機Ｇ３の発電準備を促す。
【００８３】
　ステップＳ２７，Ｓ２８は、前記したステップＳ２３，２４と同様であるから説明を省
略する。ステップＳ２９において制御信号生成装置１２０は、発電機Ｇ３（図１参照）に
ガスエンジンの発電開始指令を出力する。また、制御信号生成装置１２０は、操作者に対
してガスエンジン発電機Ｇ３の発電開始時刻になったことを通知する。これによって、操
作者は、手動でガスエンジン発電機Ｇ３の発電を開始させる（図１１参照）。
　なお、ガスエンジン発電機Ｇ３は、ステップＳ９（図８参照）で予測した電力需要予測
値に基づき、電力需要をピークカットできる程度の発電電力を供給するように制御される
。
【００８４】
　図１０のステップＳ３０において制御信号生成装置１２０は、ＰＣＳ２０に対して蓄電
池Ｂの放電指令を出力し、処理を終了する（ＥＮＤ）。その結果、ガスエンジン発電機Ｇ
３の発電電力と、蓄電池Ｂからの放電電力と、が負荷装置Ｌに供給される。
【００８５】
　＜効果＞
　本実施形態に係る電力需要予測装置１１０によれば、気象情報管理サーバ４００から取
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得される外気エンタルピｈ及び日射量予測値Ｓｒに基づいて電力需要予測値Ｐ１を算出す
るため（（数式１）を参照）、従来よりも電力需要を正確に予測できる。
　例えば、実際の電力需要が電力需要予測値を大幅に超えた場合、蓄電池Ｂやガスエンジ
ン発電機Ｇ３では不足分を補うことができず、系統電力Ｋからの供給電力が目標上限値Ｐ

S（図１１参照）を超える可能性がある。また、実際の電力需要が電力需要予測値よりも
小さい場合、ガスエンジン発電機Ｇ３を無駄に発電することでエネルギロスが発生する可
能性がある。
【００８６】
　これに対して、本実施形態では、電力需要を正確に予測することでエネルギロスを少な
くし、かつ、電力系統Ｋからの供給電力を目標上限値ＰS（図１１参照）以下に抑えるこ
とができる。その結果、発電機Ｇを高効率で運転し、工場設備に要する電力コストを低減
できる。
　また、外気エンタルピ係数α及び日射係数βを随時補正する必要はない（更新する場合
でも、１年間に１回程度でよい）。したがって、イベント区分や建物区分を特定すること
で、係数α，βを簡単に特定できる。
【００８７】
　また、本実施形態では、外気エンタルピ係数αを相関係数分析に基づいてイベント区分
ごとに算出し、日射係数βを建物区分とイベント区分との組合せごとに算出する。これに
よって、イベントや建物の構造が電力需要（主に、空調に伴う変動負荷）に与える影響を
反映させ、電力需要を正確に予測できる。
【００８８】
　また、日射が建物の室内温度の上昇に反映されるまでの遅れ時間Δｔを考慮することで
、電力需要を正確に予測できる。特に、建物の構造や材質に基づく建物区分ごとに遅れ時
間Δｔを算出することで、建物の伝熱特性（蓄熱に伴う時間遅れ）を電力需要予測値Ｐ１
に反映させることができる。
　また、電力需要予測装置１１０は、外気エンタルピ係数αと外気エンタルピｈの積と、
日射係数βと日射量予測値Ｓｒの積と、の和に基づいて電力需要予測値Ｐ１を算出する（
（数式１）を参照）。このように、電力需要予測値の算出式が単純であるため、電力需要
予測装置１１０の演算量を低減できる。
【００８９】
　また、相関係数分析に基づいて外気エンタルピ係数α、日射係数βを算出することで、
実際に検出された消費電力検出値と外気エンタルピとの相関や、消費電力検出値と日射量
との相関を、係数α，βの大きさに反映させることができる。したがって、電力需要を正
確に予測し、それぞれの発電機Ｇを効率的に稼働させることができる。
【００９０】
≪変形例≫
　以上、本発明に係る電力需要予測装置１１０について説明したが、本発明は前記実施形
態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能である。
　例えば、前記実施形態では、（数式１）に基づいて電力需要を予測する場合について説
明したが、これに限らない。例えば、指数関数、対数関数等を用いた他の計算式を用いて
電力需要予測値を算出してもよい。
【００９１】
　また、前記実施形態では、外気エンタルピ係数αをイベント区分ごとに設定し、日射係
数βをイベント区分と建物区分の組合せごとに設定する場合について説明したが、これに
限らない。例えば、個々のイベントや建物に応じて、外気エンタルピ係数α及び日射係数
βを算出してもよい。
　また、建物の伝熱特性を反映させた建物区分のみに対応付けて日射係数βを設定し、日
射係数データベース１１５ｆに格納してもよい。この場合、需要電力予測部１１４は、日
射量実測値と、消費電力検出値と、に基づく相関係数分析によって、建物区分ごとに日射
係数を算出する。
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【００９２】
　また、前記実施形態では、相関係数分析に基づいて外気エンタルピ係数α、日射係数β
、遅れ時間Δｔを算出する場合について説明したが、これに限らない。例えば、相関係数
分析に代えて、回帰分析に基づき各係数α，βを算出してもよい。また、遅れ時間Δｔを
電力需要と日射量との相互相関関数とみなし、両者の類似度を最大化するように遅れ時間
Δｔを算出してもよい。
【００９３】
　また、前記実施形態では、ガスエンジン発電機Ｇ３によって発電電力を調整する場合に
ついて説明したが、ディーゼルエンジン発電機、ガスタービンエンジン発電機、ボイラ発
電機等を用いてもよい。
　また、前記実施形態では、負荷装置Ｌ（図１参照）、発電機Ｇ、及び蓄電池Ｂが引込線
ｋ２を介して同一の変圧器Ｔｒに接続されている場合について説明したが、これらの構成
の一部が電力系統Ｋを介して他の変圧器に接続されていてもよい。
【００９４】
　また、前記実施形態では、負荷装置Ｌ、発電機Ｇ、及び蓄電池Ｂが工場設備に設置され
ている場合について説明したが、これに限らない。すなわち、大学構内に設置される複数
の施設、工業団地等、他の設備に前記実施形態を適用してもよい。また、電力系統Ｋに接
続される需要家、発電事業者が運営する発電設備、需要家に設置される太陽光発電機等を
網羅した広域の範囲に適用してもよい。
　また、電力計Ｐ（図１参照）としてスマートメータを用いた自律分散型のスマートグリ
ッドシステムに前記実施形態を適用してもよい。
【００９５】
　また、電力需要予測処理（Ｓ３０２：図５参照）を、プログラムによって、コンピュー
タである電力情報管理サーバ１００に実行させるようにしてもよい。前記したプログラム
は、通信回線を介して提供することもできるし、ＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体に書き込んで
配布することも可能である。
【符号の説明】
【００９６】
　Ｓ　電力管理システム
　１００　電力情報管理サーバ
　１１０　電力需要予測装置
　１１１　電力情報受信部（電力情報受信手段）
　１１２　気象情報受信部（気象情報受信手段）
　１１３　パラメータ算出部
　１１４　電力需要予測部（電力需要予測値算出手段）
　１１５　記憶部（記憶手段）
　１１５ａ　電力情報データベース
　１１５ｂ　温湿度データベース
　１１５ｃ　日射量データベース
　１１５ｄ　建物情報データベース
　１１５ｅ　イベント情報データベース
　１１５ｆ　日射係数データベース
　１２０　制御信号生成装置
　４００　気象情報管理サーバ
　５００　管理用ＰＣ
　Ｌ１，…，Ｌｍ　　負荷装置
　Ｂ１，…，Ｂｎ　蓄電池
　Ｇ１　太陽光発電機
　Ｇ２　風力発電機
　Ｇ３　ガスエンジン発電機
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　Ｋ　電力系統
　Ｐ　電力計
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